
 

 

 

※両面印刷で出力すること 

 

大学生等の学びの継続支援事業申請書【対象者(3)ア個人応募、(3)オ、(4) 】 

 

静岡⼤学⻑  殿 

 

申  請  日 令和   年   月   日 

学部・学科名等  

学 籍 番 号  

住     所 

 

 

氏 名（署名） 

 

 

 

 

私は、対象者の要件に適合する者として、下記の通り「大学生等の学びの継続支援事業」

を申請します。なお、申請にあたり虚偽があった場合は、給付金を返還することに同意しま

す。 

記 

１．給付金振込先口座情報 

口座名義（カナ氏名） 

※通帳記載の口座名義人を記入 

             

金融機関名 

・支店名 

           銀  行 

信用金庫 

農  協 

支 店 

営業所 

出張所 

金融機関コード 

(ゆうちょ銀行は不要) 

    

店舗コード 

    

預金種別 普通預金 

口座番号 

※右詰で記入 

         

 

 

（連絡事項）本届出の提出時に、振込先口座の金融機関名・支店名・口座名義がわかるもの

（通帳の写しやネット銀行のウェブ画面を印刷したもの）を添付してください。 

 

【裏面に続く】 

 

【重要】
本申請書は、

申請方法Ⅲ
の要件に該当する学生の申請書です。これ以外の要件で申

請する場合は、募集案内を確認し、別の申請書類により申請してください。 



２-1．対象者の要件 

該当する要件の「該当」欄に○を付けてください。
「該当」欄のいずれか少なくとも１つ

以上に必ず〇が付きます。
「証明書類」欄に記載されている書類を用意し、

右上に学籍番

号・氏名を記入して
申請書に添付するとともに、チェック欄に○を付けてください。 

該当 要 件 証明書類 ﾁｪｯｸ 

 

(3)ア 大学を通さない個人申請による奨

学金・貸付事業等の利用者 

令和４年前学期中に左記要件の利用

者である証明書類の写し 

 

 

(3)オ 特段の理由がある者 

（多子・ひとり親世帯であることのみでは該

当しません。） 

（該当例：現在日本学生支援機構の第一種・

第二種奨学金を除く貸与型奨学金又は貸付

事業に申請中である者、生計維持者の一方

（又は両方）が死亡した者又は事故や病気

により半年以上就労が困難な者。） 

「３．申し立て事項」に状況を記載

してください。（事実を証明する書

類等は不要） 

 

 

(4) 以下のア〜ウを
全て

満たしている。 

 

ア 自宅外で生活をしている。 

(自宅で生活する者についても、授業料を

自己負担している等、経済的に家庭から

自立している大学生等は含まれる。) 

アパート等の賃貸契約書の写し、直

近の家賃又は水道光熱費の支払い証

明書類の写し、住⺠票の写し等。 

(自宅で生活する者は、３．申し立て事項

に状況を記載してください。) 

 

 

イ 家庭から年間100万円以上の仕送

り（授業料及び入学料を含まな

い。）を受けていない。 

仕送り額（年額）を記載してくださ

い。仕送りが振込の場合は、預金通

帳等の写し、ネット銀行のウェブ画

面を印刷したもの等を添付してくだ

さい。仕送りが手渡しの場合又は仕

送りがない場合は、３．申し立て事

項に状況を記載してください。 

 

仕送り額(年額)：     円 

（１年生は予定額で結構です） 

 

 ウ アルバイト収入について、以下の(ｱ)〜(ｳ)のいずれかの場合に該当している。 

  

(ｱ) 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響等

で想定していたｱﾙﾊﾞｲﾄ収入が得ら

れない状況が継続している。

（2022年４月入学で予定していたｱﾙ

ﾊﾞｲﾄがなくなった場合を含む。） 

３．申し立て事項に状況を記載して

ください。（事実を証明する書類等

は不要） 

 

  

(ｲ) 前と比較してｱﾙﾊﾞｲﾄ収入が減

少(20％以上)し、その状況が令和

４年１月以降も改善していない。 

ｱﾙﾊﾞｲﾄ先からの給与明細又は振込口

座の預貯金通帳の写し（任意）等

（令和４年１月以降の２か月分で、入学

以降のｱﾙﾊﾞｲﾄ収入と比較して減少してい

ることがわかるもの） 

 

  

(ｳ) ｱﾙﾊﾞｲﾄ収入が増加又は一定水

準に達しているものの、家庭の経

済状況が悪化したこと等の理由に

よりｱﾙﾊﾞｲﾄ収入を増やさざるを得

ず、修学の継続が困難である。 

他の公的支援措置を受けている場合

の受給証明書等の写し。 

（証明書類がない場合は、３．申し立て

事項に状況を記載してください。） 

 

 

２-２．（(4)で申請者のみ）
多子、ひとり親世帯等に該当する場合、チェックを入れてください。 

□ 多子世帯（学校に通う又は幼児の兄弟姉妹が自分を含めて３人以上同一世帯にいる） 

□ ひとり親世帯等（⺟⼦世帯、⽗⼦世帯、両親ともにいない等） 

 

３．申し立て事項 

２．対象者の要件で「３．申し立て事項に状況を記載してください。」に該当する場合又は

その他特記事項がある場合のみ記載してください。 

 

 

 

 


